「火の玉」 少尉 



「う ー ん、 また やって来 たか」 

と、 田 毎 大尉 は、 啣 えていた 紙 巻 煙草 を ぼんと 灰皿 

の 中に なげこむ と、 当惑 顔で 名刺の 表 をみ つめた。 前 

じゅうめん 

に は 当番 兵が、 渋面 をつ くって、 起立して いる。 

ここ は 帝都に 近い X X 防衛 飛行隊 本部の 将校 集会所 

だった。 

「ほう、 大尉 どの。 誰が やって来た のであります か」 

一週間 ほど 前に、 この 飛行隊へ 着任した ばかりの 戸 



が、 六条壮 介のう えに とつぜん 不幸な 事件が 降って 

来て、 彼 は 第一線 を 退かなければ ならない ことと なつ 

た。 

その 不幸な 事件と いうの は、 或る日 彼が、 ソ連 空軍 

の 爆撃の 跡 を 視察す るた め、 崩れ かかった 家屋の 前に 

しちょう 

立って いたと き、 そこへ 急 力— ヴを 切り 輜重 隊のト 

あ 

ラックが 驀進して きた。 呀っ といって 彼が 身 を さけた 

途端に、 トラックの 運転 をして いた 兵隊が 未熟の ため 

あ ^ 

か 周章て てハ ン ドル を 切り 間違え、 あべ こべ に トラ ッ 

ごうぜん 

クは 半壊 家屋の 支柱に 衝突し、 轟然た る 音響と ともに、 

とうとう その 半壊 家屋 を 潰して しまった。 そこで 屋内 



「おお、 貴様に 会って、 俺 は 嬉しい ぞ」 

と、 戸川 中尉 は 立ち あがって、 六条 少尉の 方に 手 を 

さしのば した。 そのと き 中尉 は、 硬い ひやりとした も 

てのひら こうてつ 

の を 掌 の 中に 感じた。 見る とそれ は 鋼^と 硬質 ゴム 

ぎしゅ 

とでで きた 「火の玉」 少尉の 義手だった ので ある。 

「戸川 中尉 どの。 結果に おいて 自分の 敗北で ありまし 

たよ。 中尉 どのに お 目に かかれば、 早速 それ を 申す は 

ずでした が、 きょうまで それ をい う 機会がなかった の 

です」 

「あは は、 なに をい うか 貴様」 

「しかし 戸川 中尉 どの。 自分 は 右手 を 失って、 見かけ 



だが」 

「その 原隊 復帰の ことで、 大尉 どの を かなりお 苦しめ 

しました が、 きょうは そのこと ではない のであります _ 

これ を ごらん 下さい。 自分 は 警防団に 入りました。 原 

隊 復帰が 許される まで、 警防団で 働く つもりで ありま 

す」 

「そうか、 それ はよ かった」 

と、 田 毎 大尉 は はじめて 合点の いった 顔で ある。 

「それで 部署 は、 どういう ところ か」 

大尉と して は、 やはり 元の 部下の 「火の玉」 少尉の 

部署の ことまで 気に かかる のであった。 



最初の 一 つに 乗り こみまして、 深夜の 帝都の 上空 をば 

監視す るので あります」 

「夜、 見える か」 

「はい、 午前 三時に 月が 出る のであります。 それまで 

ちょうおんき 

は E 式 聴音器で、 敵機の プロペラの 音 を 探知し ます」 

「ふむ、 それ は 御苦労な こと だ。 では、 しっかり 頼む 

ぞ」 

田 毎 大尉 は、 障害者と なっても 燃える ような 戦闘 精 

神が 「火の玉」 少尉の 胸に 宿って いるの を 知って、 大 

いに うたれ た。 

その 「火の玉」 少尉 は、 田 毎 大尉と 旧友 戸川 中尉と 



の 前 を 辞 するとき に、 一段と かたち を 改め 顔面 を 

しゅ ぼん あか 

朱 盆の ごとに 赫 くして、 

「であり ますが、 この 六条 は、 一 日 も 早く 原隊 復帰 を 

許され、 例の X X 軍ト— チカ 集団 攻撃に、 ぜひとも 一 

番龃け をいた し、 そこに 屍 を さらした いと 考えて お 

るので あります から、 この 点お 忘れな く、 御両 所の 不 

お ま-ねお リ 

断の 御 骨折 を 切望いた します」 

げんぜん 

儼然とい い 放って、 「火の玉」 少尉 は 廻れ 右 をして 

帰って いった。 

後 を 見送って、 田 毎 大尉 は 戸川 中尉と 顔 を 見合し、 

あきら 

「やっぱり 『火の玉』 少尉 だ。 はじめは 原隊 復帰 を諦 



めた のかと 思った が、 いまの 言葉で は、 どうして どう 

して、 先生な にがなんでも X X 軍ト ー チカ 集団の 真中 

で 戦死 をしたい らしい ね。 はつ はつ はつ」 

といって、 愉快そう に 笑った。 

上昇 延刻 



その 「火の玉」 少尉 は、 その 夜の 九 時、 帝都 北東 地 

区の 〇〇 陣地に おいて、 繫留 気球に 乗り こんだ。 そ 



「なに をして いるんだろう」 

と 舌 打して、 彼 は 真暗な X X 陣地 一帯 をず— つと 見 

ほたる 

まわした。 すると、 ときどき 蛍 の 火の ように、 懐中 電 

灯が いくつ もちら ちら 点滅す るの が 見られた。 捜索隊 

にちがいない。 

「ふん、 やっぱり 本当なん だな。 怪しい 奴が しのびこ 

ん だとい うの は …… 」 

だが、 きびしい 軍律の 中で 生活して きた 「火の玉」 

少尉に とって は、 たとえ 傍に 何事が あろうと、 気球が 

予定の 時刻に 上昇し ない ことにつ いて 甚 だ 不満で 

あった。 



大童 にな つ て 綱 を 解こうと している の を 認めた。 

「おお、 やっと 気球 係の 地上 員が やって来 たんだな。 

いくらなんでも、 たった 一人で は、 ちと 無理 だ」 

そうい つ て いると き、 ゴ ン ドラ はまた 大きく ごとん 

と 揺れ、 とたんに 彼の 手 は ゴンドラの 縁から はずれ、 

彼 は 芋の ように ゴンド ラ の 底 を) J ろごろ と 転った。 

彼が 起き直った とき、 気球 は 風の 中 を、 もう ぐんぐ 

ん 上昇して いた。 

地上から は、 懐中電灯 がいくつ も、 こっちに 向って 

動いて いる。 ところが その 灯 は、 どれ もこれ もしき 

りに 十字 を 描いて いるの だった。 



れ からしば らくして、 風の 中に X X 陣地の サイレンの 

響 を 聞き、 それに 続いて X X 陣地に ありったけの 照 空 

灯が、 彼の 乗った 気球の 方に 向けられた ときだった。 

まう 

それまでの ところ は、 彼 は 地上 員が 多忙の 中 を龃け 

つけて、 彼のた めに 繫留 気球 第一 号の 綱 を ゆるめて 

くれた ものとば かリ 考えて いた。 

ところが、 それから 後の サイレン やら 照 空 灯の もの 

ものし い 騒ぎが はじまる に 及んで、 彼 はやつ と 或る 疑 

惑 を 持った ので ある。 

「おかしい な あ。 一体 地上で はなに を 騒いで いるの だ 

ろう」 



彼の 外に、 誰も 乗らない といって いたが、 やはり ま 

だ 乗る 者が あつたので はなかろう か。 それで 「要注意」 

などと 騒いで いるので はなかろう か。 

だが、 それにして は、 なぜ 「出発 待て」 の 信号 を 発 

しなかった のであろう か。 「要注意」 の 信号 は、 どうも 

腑 におち ない。 

いや、 腑 におち な いのは、 こうして XX 陣地 ありつ 

たけの 照 空 灯が、 こっちの 気球の あと を追龃 けて くる 

こと だ。 こっちの 出発が、 陣地の 方に 都合が わる けれ 

ば、 綱 を 引 張って この 気球 を 引きお ろせば いいで はな 

いか。 なぜそう やらない のであろう か。 



「呀 つ、 あの 綱 も 切れて いる！」 

彼 は ゴンドラの 縁に しがみついた まま、 一本の 綱 か 

ら 他の 綱へ と、 後 を 追ってい つた。 その 結果、 気球 を 

けい リ ゆう ことごと 

繋留して いた 六本の 綱が 悉 く 切断され ている こと 

を 発見した ので ある。 言葉 を かえて いえば、 もはや こ 

の 気球 を 地上に 繫 いでいる 一 本の 綱 も 無い のであった。 

けい リ ゆうさく 

ああ 繫留 索の ない 気球 は、 一体 どこへ 行く ので あろ 

ク ゝ o 

う 力 

し ま 

「うん、 こいつ は 失敗った！」 

「火の玉」 少尉の 全身 を、 熱湯の ような 血が 逆流した。 

「失敗った、 失敗った、 失敗った！」 



黒ぬ りの パネルが 眼に ついた の だ。 彼 は 飛行 将校と し 

て、 一応 無電 器械の 知識 もあった から、 どっちが 受信 

器の パネルで、 また どっちが 送信 器の パネル か、 見 分 

けがつ いた。 彼 はいそいで 受話器 を 頭に かける とス 

イッチ を 入れた。 真空管が、 ぱっと 明るく ついた。 

しばらく すると、 受話器の 奥から、 声が とびだした。 

「ハ ァ、 XX 繫留 気球 第一 号。 こっち は XX 陣地です。 

ハァ、 XX 繫留 第一 号。 こっちの 声が 聞え ます か。 只 

今 〇〇 飛行隊と 連絡 をと リ、 飛行機 隊が 追跡して くれ 

る ことにな りました から、 安心して 下さい。 ハァ、 X 

X 繫留 気球 第一 号！ こっちの 声が 聞え ましたら、 



そっちから 電波 を 出して 下さい」 

X X 陣地の 通信員の 声 だ。 

それ を 聞く と、 六条は 勇気 百倍の 思いが した。 地上 

でも、 この 気球が 繫留を はずれて 空中に 漂流し だした 

こと を ちゃんと 気づいて いるの だ。 そして 飛行隊が 急 

お もむ 

遽 出動して、 この 気球の 救援に 赴く ことにな つた そ 

うだ。 このうえ は、 こっちの 所在 を 地上な り 救援の 飛 

行 機に 知らせる こと さえ 忘れなければ いいの だ。 それ 

は 無電 器械の 送信 器 を 働かせて マイクへ こっちの 声 を 

ふきこめば い いので ある。 

六条 は、 左手 をのば して、 無電 器械の 送信 器に ス イツ 



チを 入れた。 パイロット • ランプが 明るく ついた。 真 

空 管 は キャビネットの 中で 光って いる。 彼 は 揚げ 蓋 を 

ひいて、 その 中から 長い 紐 線の ついた マイク を とりだ 

し、 口のと ころへ 持って いった。 

そ-つす け 

r ハァ、 こっち は 繋留 気球 第一 号です。 六条壮 介が 送 

信 をして います。 いま 気球 は、 風に 流されつつ、 ぐん 

ぐん 上昇して います。 気圧 は 只今、 七 百 …… 」 

やこう しん 

といって、 六条が 傍の 夜光 針の ついた 気圧計に 眺め 

入った とき、 突然 何者と も 知れず、 マイク を 握った 彼 

の 左手 をぎ ゆ つ と 摑んだ 者が あ つ た。 



「き、 貴様、 何者 だ！」 

怪漢 は、 白い 歯 を むきだす と、 彼の 背後から 組みつ 

ごうりき 

いた。 ひどい 剛力だった。 

ャ ポンス キ— 

「日本人、 黙れ。 生命が 惜しければ、 反抗す るな」 

そういう 相手の 言葉 は、 ロシア語であった。 

(はは あ、 ソ連 人 だな！) 

ちんにゅうしゃ 

この 闖入者 は、 さっき もい つたと おり、 なかなかの 

剛力だった。 そのうえ、 「火の玉」 少尉 は、 左手 首に 不 

意 打 をく つていて、 いまだに それが 痺れて いるの だつ 

た。 だから 力 もなん にも 入らない。 それ を 承知で か、 

相手 は 六条の 頸に まきつけた 腕 を ぐんぐん 締めつ けて 



うん」 

と、 怪 ソ連 人が、 六条の 身体 を 前に 押し かえした そ 

のとき のこと だった。 

「えい、 やつ！」 

ふりしぼ るよう な 叫び ，1 ,1 えが、 今の 今 ま で 死んだ よ 

うにな つていた、 「火の玉」 少尉の 咽喉の 奥から とびだ 

した。 と、 彼の 身体が 水の 中に もぐる ような 恰好で、 

す とんと 沈んだ。 

「わ わつ、 —— 」 

奇妙な 悲鳴と ともに、 少尉の 背後に 組みつ いて 勝ち 

ナンキン 

誇って いた 怪 ソ連 人の 身体が、 南京花火 のように 一転 



少尉 は、 足 を 伸ばして 怪人の 頭 を 蹴とば した。 だが 

かの 怪人 は、 気絶で もして いるの かなんの 反抗 も 示さ 

なかった。 

その 間にと 思って、 「火の玉」 少尉 は 再び マイク をと 

りあげ、 急ぎの 報告 を 電波に 托すつ もりで、 

「ハ ァ、 こっち は X X 繫留 気球 第一 号の 六条 です。 電 

波 は つづいて 出て いるで しょうな。 この ゴ ン ドラの 中 

に、 ソ連 人が 一名 忍び こんでいました。 どうやら ゴン 

ドラの 外からの ぼって きた ものの ようです。 今 気絶し 

ています が、 あとでよ く 調べ あげて、 知らせます」 

そういう 少尉の 声 は、 普段 話 をして いると きとす こ 



つの 間に かぶつん と 切られて いるので あった。 これで 

は、 地上から 応答の な いのも 無理で はない。 紐 線 は、 

さっきの 格闘のと きに 切断した ものに ちがいない。 彼 

は、 すぐ その 修理に とりかかった。 早い ところ 地上と 

の 通信 連絡 を 回復して おかないと、 気球が どこへ 流れ 

かいもくて がか おそ 

ていった か、 皆目 手懸 りが なくなる 虞れ が あるので あ 

る。 

ちらりと 地上へ 目をやる と、 XX 陣地 はもう マッチ 

箱の 中に 豆電球 をつ けたよう に 小さくな つていた。 高 

度 はすで に 三千 メ— トル、 方角が はっきり しないが、 

どうやら 北の方へ 押し流され てい る 様子 だ。 



風 はいよ いよつ よく、 ゴンドラが ひどく 傾いて いる 

のが 分った。 

「火の玉」 少尉 は、 マイクに 紐 線 を つけなおす ことに、 

そそ 

つい 注意 を 注ぎす ぎた ようであった。 外に 現れた その 

あ 

態度 は、 周章て ている ように 見えなかった けれど、 そ 

の 心の中に は 狼 1 の 色がなかった とはいえない。 なに 

しろ 早い ところ 地上との 無電 通信 を 回復し なければ、 

一大事が 起る と 思い こんで、 マイクの 修理に 一生 けん 

めいに なりす ぎ、 怪しい ソ連 人に 注意 を 向ける の を 

怠 つたの だ。 

その S しい ソ連 人 は、 依然として 身体 を 逆さに した 



いていた ので ある。 

「おい キンチ ヤコフ。 俺 を 撃つ の はいいが、 そんな 無 

理な 姿勢 じ や、 命中し やしないよ」 

リ ゆうちょう かつ 

「火の玉」 少尉が、 流 暢な ロシア語で 一 暍 した。 

「なに、 どうして こっちの 名 を …… 」 

怪 ソ連 人 は、 相手の 日本人が いきなり ロシア語 を 

喋り だした うえに、 自分の 名前まで 呼んだ ので ある 

から 、びっくり したの も 無理で はない。 尤も 「火の玉」 

少尉と して は、 ロシア語なら 得意 中の 得意 だし、 キン 

チ ヤコフの 名 は、 X X 陣地 を 出る前に 庶務の 老人から 

聞いた の を、 このと き 思い出し ただけ のこと だ。 



「おい キンチ ヤコフ。 貴様が X X 陣地で 皆に 追龃 けら 

れて、 仕方なく ここへ とびこんだ こと は 知つ ていた ぞ」 

「それが どうした。 なにが 仕方なく だ。 わし はこの 気 

のが けいりゅう さく 

球で 脱れ るつ もり だから、 繫留索 を ナイフで 切って 

しまったんだ」 

「そんな こと は 云わな くと も 分って いる ぞ。 貴様 は、 

この 気球で うまく 脱れ られ るつ もりな のか」 

「脱れ なきや ならな いんだ」 

「脱れ ると いっても、 この 気球 は 風の まに まに 流れる 

だけなん だ。 どこへ 下りる か、 それとも 天へ 上った き 

りで 下りられ ないか、 分った もの じ やない」 



ういう ことになると 思 うんだ。 たちまち 気球 は 火に 包 

まれ、 俺た ち 二人 は、 火 を 背負いながら 地上に 飴の よ 

う に 叩き つ けられて 、 この 世に お さらば を 告げる - J と 

になる だろう よ」 

「 …… 」 

「おい、 お前 は 思いき りの わるい 奴 だな、 キンチ ヤコ 

しま 

フ。 その ピストル なんか 収 つて、 これから どう すれば 

われわれ は 無事 地上に 下りられ るか を 研究して、 すぐ 

さま 実行に かかる の だ。 無駄な こと はしない がいい」 

そうい われて、 キンチ ヤコフ はつい 兜 を 脱いだ。 

ふしょう ぶしょう 

彼 は 不承不承に、 逞しい 形の ピストル を ポケットの 中 



つづ いた。 

マイクロフォンの 修理 はでき たけれ ど、 これ をつ け 

て も 送信 器 は 働かなかった。 マイク 以外に、 故障が で 

きた ものら しく、 専門家で ない 六条に は、 すぐさま そ 

の 故障 箇所 を 見つける ことができなかった。 

だから 無電 器械 は、 受信器 だけが 役に立った。 

「ハ ァ、 X X 繫留 気球 第 一 号！」 

といつ まで もこつ ち を 呼んで いるの が 聞え たが、 そ 

の 声 は、 だんだんと 強さ を 減少して いく。 それ はいよ 

いよ X X 陣地から 遠く 距 つ たこと を 意味す るので 

あった。 



キンチ ヤコフ は、 得意ら しく 喋りた てた。 「火の玉」 

少尉 は、 キンチ ヤコフが、 ソ連 仕 立の かなり 優秀な ス 

パイで ある こと を 見破った。 そうなる と、 これから さ 

らに 一層、 油断 はならない わけ だ。 

やがて 午前 三時 をす こし 廻って、 月が 出た。 それ か 

ら 一時間 半 ほどた つと、 東の 天が 白くな つた。 

前夜 以来、 しきりに 呼びつ づけて いた X X 陣地から 

の 無電が、 急に 小さな 音響に なって しまった。 そして 

間もなく、 なんにも 聞え なくなった。 

それつ きり 救援の 飛行機 も、 こっちへ 追龃 けて こな 

くな つた。 



ただ 涯 しなく 拡がった 雲^のう え を、 気球 は 風の ま 

ほ 力 

に まに 漂流し つづける のであった。 その外に、 生物の 

影 は、 なに 一 つと してう つらぬ。 この ひろびろとした 

雲海 は、 天国へ 到る 道で あるの かもしれ ない。 二つの 

しかばね うず 

屍 を 埋める の は、 どの 雲の あたりであろう かな どと、 

「火の玉」 少尉 も あまりの 荒涼たる 天上の 風景に、 し 

ばし 感傷の 中に おちこんだ のであった。 



鋭レ牙 



温くなる だろう。 ふん、 あの 辺の 雲の 中へ とびこむな」 

キンチ ヤコ フが はしゃぎ だした。 

六条 は、 とうとう 無電 器械の こと を あきらめ てし 

まった。 空中 漂流 以来、 戦友 戸川の こと を 思い出し、 

こっち もこん ど は 一 つ 細心 且 沈着に いこうと 努力 をつ 

づけて きた わけ だが、 たかが 無電 器械 一 つと 思う のが、 

どうしたって こうした つて、 うんと も すん とも 直リは 

しないの だ。 

(やっぱり、 自分の 柄に ない こと は、 駄目なん だ) 

彼 は はじめて 悟りに 達した ような 気がした。 と 同時 

きうつ 

に、 今までの 妙な 気鬱が、 すうつ と 散 じて しまったよ 



以外の 船舶に 救助され る こと を も つ て 条件と する のさ- 

もちろん、 貴様に 異議 はい わせない がね」 

と、 キンチ ヤコフ は ピストルの 引金に しっかと 指 を 

かける。 

おどろ 

「火の玉」 少尉 は、 別に 愕 いた 顔 もしなかった。 

「そんな もの を 握って いるよ リは、 下 を 船が 通り やし 

かんじん 

ないか どうかが、 生命び ろい のために は その 方が 肝腎 

のこと だぜ」 

「ふん、 うかう かそん な 手に のる もんかい。 飛び道具 

の 方が 勝に きま つ てら あ」 

キン チヤ コ フは、 本性 を 露骨に あらわして、 「火の玉」 



ぎ 

少尉に 擬 した ピストル を ひっこめようと はしない。 

(うるさい 奴 だ) 

と 思った が、 六条は 別に ピストルが こっち を 向いて 

いるの を 気にする ようで もな く、 ゴンドラの 中から 朝 

みおろ 

霧の かかった 海面 を じっと見 下して いた。 

ためいき 

キンチ ヤコフの 方が、 かえって ふうつ と 溜 息をつい 

た。 

涯 なき 漂流 



いたずらもの 

不連続線 という 悪戯者がなかったら、 二人のう ちの 

どっち か は、 間もなく 日本海 を 航行 中の 汽船のう えに 

助けられた かもしれ ない の だ。 そして その 滞空記録 も、 

僅か 十 何時間で 終った かもしれ ない の だ。 

ところが、 どこに ひそんで いたの か、 不連続線 とい 

う 悪戯者が 漂流 気球の 正面に ぶっかつ たからた まらな 

ヽ o 

レ 

「おう、 気球が また 上り だした ぞ」 

「あつ、 ちがいない。 おお 六条。 あの 黒い 雲 を 見ろ」 

「思いきって、 ここで 瓦斯 をぬ いて 海面へ 下りよう で 



いってし ま うかのよ うに、 なお もぐん ぐんと 雲と 雲の 

間 を 昇って いった。 あたり は、 岩窟に 入った ように 真 

暗で、 そして 雹が とんで いた。 折々 ぴ かりと はげし 

い 電光が、 密雲の 間で 光った。 

それから どの位 経った か、 よく 分らない。 キン チヤ 

コフの 方が 先に 気がつい たらしく、 そのころ 六条 は、 

きそく- ス ん 1ス ん 

気息 奄々 として ゴンドラの 底に 横たわつ ていた。 キン 

チ ヤコフが 六条を 絞め殺そう とすれば、 わけない こと 

であった けれど、 彼 は 別になん にもし なかった。 それ 

はどうい うわけ だかよ く 分らな いが、 キン チヤ コ フは、 

もう 再び 六条を 襲う のがい やにな つたの かもしれ ない 



し、 或いは まだ 鮮血 を 胸から 顔から 一 杯に，. 彩 つたす 

さま じい 六条の 姿に 怖じ気 を ふるった 結果 かもしれ な 

かった。 もちろん キンチ ヤコフ も、 意識 だけが よみが 

え つたと いう だけで、 ゴ ン ドラの 底に 身う ごき もしな 

いで 転って いる こと は、 六条の 場合と 大差なかった の 

である。 

「う ー む、 よく 眠った」 

これが 意識 を 回復した 六条が い つ た 最初の 言葉 だ つ 

た。 

それから また あと 三時 間ば かり、 彼 は昏々 として 

眠った。 



その 次に 目覚めた とき、 彼 は 本当に 気がつい たので 

あった。 ゴンドラの 中には 飛びち つた 血の 痕 がもうく 

ろ ずんで いた。 ふしぎに 生きて いるな という 気持で 

あった。 彼 は 左手 をのば して、 あたり を 幾度 も 幾度 も 

さぐって いた。 やがて 硬い 丸い ものが 二つ 三つ、 彼の 

指先に ふれた。 

握りし めて、 眼の 前へ もってき て 開く と、 それ は 固 

形 ウイ スキ— であった。 ああ 天の 助け だな と、 そのと 

き 彼 は 思 つたこと であった。 

むさぼ 

彼 は、 貪る ように、 その 二つ を 喰べ た。 それ はまる 

で ii 薬の ごとくに、 彼 を 元気 づけた。 彼 は 思わず、 最 



る けれど、 どうやら 口 だけ 利け るよう なと ころまで 体 

力 を 回復した。 それ は 六条が 食糧の 入って いる 戸棚 を 

知っていて、 それ を 引出して は 分けあって 喰べ たから 

である。 しかし 困った の は、 水が 一滴 も なくなつ たこ 

とで ある。 二人 は、 寝た ままで、 ときどき 口 を 利いた- 

「おい、 キン チヤ。 もう どの辺 を 漂流して いるかな あ」 

「この 気球 は、 最初 北へ いって、 その 翌日 は 西へ 流れ 

た。 そしてもう 四、 五日に はなる だろう。 すると、 こ 

れ はどう も 外 蒙 か ザ バイ カル 区の 辺まで 流れて 来て い 

るよ」 

「そんなになる かな あ。 よし 今日はなん とかして 腕の 



「気のせい か、 X X 陣地の サイレンと 同じ 音色 だが… 

〜」 

ごうてき 

「なに をい うんだ。 あれ は ザ バイ カル 管区 の 号笛 だ。 

わし はよ く 知っている」 

それから 暫くして、 二人 はいきな リ 激しい 衝撃 をう 

け、 あつ と 思う 間もなく ゴ ン ドラから 放り出された。 

とたんに 二人とも 気 を 失って しまったの は 無理で はな 

くだ 

かった。 気球が 下りに 下って ついに ゴンドラが 大地に 

ぶっかつ たの だ。 

その 翌日、 「火の玉」 少尉 は 病院の ベ ッドで 目を覚ま 

した。 おやと 思って 目 を あげる と、 そこに 田 毎 大尉 や 



戸川 中尉の 顔が あつたので、 びっくりした。 それから 

の 歓喜 は、 ここに 綴る まで もない が、 彼のの つていた 

気球の 下りた ところ は、 不思議に も 実に 七日 前に 離陸 

した もとの X X 陣地で あつたので ある。 まるで 噓 のよ 

うな 出来事であった。 言う 者 も 聞く 者 も、 ともに 不思 

きょうたん 

議な 出来事に、 驚嘆の 連発で あつたが、 これ こそ 不連 

L たずら 

続 線の なせる 悪戯で あつたと は、 後に 「火の玉」 少尉 

が 元気 を 回復して からの 種 明し であった。 

キンチ ヤコフ は、 不運に も、 ゴンドラが 地上に 激突 

のうしんとう 

したと き、 当り どころ が 悪くて 脳 震蘯を 起こし、 その 

まま あの世へ 逝つ てし まった そうで ある。 
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